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概    要  
本研究は、PET による酸素代謝の計測を様々な視点から見直し、新しい酸素代謝測定の概
念を提唱することを目的とした。酸素代謝を測定する新しい手法として、人工赤血球を用いた
O-15 酸素静脈内投与法を開発し、赤血球に前処理を施すことで RI 標識率を動物実験での使





































































 Hemoglobin vesicle (HbV, 図１)による人工赤血
球を用いて O-15 酸素ガスのラベリング行うことで、




標識が実現し(図２)、最終的には約 3mL の HbV で
185-260MBq (5-7mCi)の 15O2標識 HbV が得られた。



























15O を用いて CBF も計測した。これらの平均計
測値は、CBF = 54.6±3.3 (mL/min/100g), CBV = 
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図２．還元剤の添加量と O-15 酸素の標識率 （*は
有意差 P < 0.05） 
